
兒玉 隆之内科 医師

牧野 泰巳内科 医師

　この度、医療法人郎源会にてお世話にな
ることになり、大隈病院が新病院に移転後
の杭瀬での診療所（おおくまクリニック）を担
当することになりました。4年前より大隈病
院にて、消化管内視鏡検査（木曜日）を担当
しており、また、他施設では、放射線診断・健
診部門（人間ドックなど）・消化器内科を中心に診療してきました。
　新クリニックでは、新病院と密な医療連携を取りながら、迅速な診断と適確な治療
を心がけた診療に従事してまいりますので、お気軽にクリニックを受診してください。

　令和6年4月より、内科医として
着任しました牧野です。
　私は兵庫医大を卒業後、消化器内
科医として研鑽を積んで参りましたが専門性よりも全人的な医療に興味を
持つようになり、特に、病気が多併存する高齢者の医療に興味を持つよう
になりました。高齢者医療では専門的な治療も必要ですが、徐々に緩和ケ
アへとギアチェンジをする必要があります。急性期から慢性期、在宅へとつ
なげる当院は貴重な病院であり、微力ながらその一翼を担えればと思って
います。病院は、チーム医療です。多職種が協働して専門的な立場から患者
さんへより良い医療を提供することが望ましく、各スタッフとは良くも悪く
も意見交換ができるフラットな関係が築ければと考えております。
　どうぞ宜しくお願い申し上げます。
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物忘れが気になる方、一度、
認知症チェックをしてみませんか？
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地域
連携室
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　「最近、物忘れが気になる」、「家族が、もしかしたら認知症？」など、気になる事はありませんか。認知症は早期に診断されれば、
服薬などで進行を遅らせたり、また、ご家族や身近な人に理解してもらい、認知症と共に人生を歩む準備ができます。かかりつ
け医に相談したり、兵庫県には身近な認知症相談窓口として兵庫県認知症相談センターがあります。大隈病院の玄関や地域
連携室前には、“兵庫県版認知症チェックシート付きリーフレット”を設置していますので、興味のある方はご利用ください。

　今年も、医師・看護師・療法士・栄養管理士など
総勢16名が、我が大隈病院に入職しました。4月1日
朝、会場には緊張感が漂っていましたが、大隈理事
長と院長の挨拶、辞令交付、そして、幹部職員から
の祝辞などの流れで、入社式が厳かにおこなわれ
ました。新職員とともに、我々職員一同は、秋の新病
院開設に向けて、当院の理念「病気を治すだけでは
なく、患者さんの心も癒す」をもとに、「地域の皆さ
んから信頼される病院」を実践していきたいと思い
ます。まだ少しぎこちない新しい仲間ですが、これ
からは皆さんの温かく見守っていただき、大隈病院
の職員を育てていただければと思います。

大隈病院 院長　齋田　宏

令 和 6 年 度
新 ス タ ッ フ 入 職 の お 知 ら せ

●地域の人々に信頼される病院になります。
●高度の医療機能を持つ かかりつけ病院になります。
●病気を治すだけでなく、病める人の心を癒す病院になります。
●職員が勉強し、朗らかでやりがいのある職場をつくります。

基本方針
〒660-0814 兵庫県尼崎市杭瀬本町2-17-13
TEL：06-6481-1667（代表）　FAX：06-6481-1753
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　　　　　　　　■特別養護老人ホーム ほがらか苑

UR L  h t t p : //o o k uma . o r . j p /o o k uma /

「くまちゃん通信」  2024年5月 第48号　発行  大隈病院

医療法人 朗源会  大隈病院

企画協力・デザイン・印刷　兵田印刷工芸株式会社

くまちゃんニュース

※写真撮影のため、一時的に
　マスクを外しております。

新しい環境を楽しんでいます新しい環境を楽しんでいます

【病院仲間からのひと言】 いつも明るくおだやかで、仕事もていねいで薬剤課の
救世主的存在です。

　2月から薬剤課で勤務をしています。薬剤師経験はそこそこ長いですが、今まで勤務して
いた病院で取り扱わなかった透析患者様の薬などもあり、改めて勉強の毎日です。環境が
変わったため覚えることも多く、脳はフル回転ですが、休日は気の向くままふらっと日帰り
旅に出かけたり、美術館巡りをしたりしてリフレッシュしています。新しい環境を楽しみつ
つ、医療安全に貢献できるよう日々研鑽を重ねていきます。

職員から職員へつなぐ、地域へのメッセージ

次号予告 次号（7月号）は、「リハビリテーション課  高島 琉太」からのメッセージです。 川越 衣利子

薬剤課　薬剤師
課長代理


